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項 目 第5次計画策定時 現 状 成果目標（期限）

初等中等教育機関の教頭以上に占める女性の割合

副校長・教頭
20.5％
（2019年）

25.2%
（2023年）

25％
（2025年）

校長
15.4％
（2019年）

20.3%
（2023年）

20％
（2025年）

大学の教員に占める女性の割合

准教授
25.1％
（2019年）

26.5%
（2022年）

27.5％（早期）、
更に30％を目指す（2025年）

教授等（学長、副学長及び教授）
17.2％
（2019年）

18.7%
（2022年）

20％（早期）、
更に23％を目指す（2025年）

都道府県及び市町村の教育委員会のうち、
女性の教育委員のいない教育委員会の数

62／1,856
（2019年）

52／1,853
（2021年）

０
（2025年）

＜成果目標＞

第５次男女共同参画基本計画（令和２年12月25日閣議決定）における女性教員の管理職登用等について

男女共同参画社会基本法に基づき、施策の総合的かつ計画的推進を図るため、令和12年度末までの「基本認識」並びに令和７年度末までを見通した「施
策の基本的方向」（第１部）及び「具体的な取組」（第２部）を定めるとともに、「具体的な取組」の実施により達成を目指す「成果目標」を設定してい
ます。
  第５次男女共同参画基本計画の第10分野 教育・メディア等を通じた男女双方の意識改革、理解の促進の成果目標については、以下のとおり定めています
ので、皆様におかれては、ご認識いただくとともに女性教員の管理職登用の促進等を図っていただきますようお願いいたします。

＜参考：文部科学省における具体的な取組＞

➢ 初等中等教育段階では、先進自治体の事例や調査研究の成果の共有を行うとともに、各教育委員会に対して女性管理職登用を要請
➢ 教育委員会等に女性管理職登用を依頼するとともに、その課題や実情を踏まえた対応の在り方を検討

○教育委員会に対して管理職への女性登用を依頼
✓ 各教育委員会が策定する特定事業主行動計画等において、校長及び副校長・教頭それぞれの女性割合に係る目標と登用のための取組を設

定（文部科学省において特定事業主行動計画等の内容について公表）
✓ 第５次男女共同参画基本計画等を踏まえ、意識啓発や人材育成、働き方改革の取組推進など、地域の実情や課題を踏まえた女性管理職増

加への取組を一層促進
✓ 管理職選考試験の受験において妊娠・出産・子育てや介護等が不利とならないよう、受験要件の必要な見直し

○文部科学省が主催する各教育委員会の人事管理担当者を集めた研修会等において、女性管理職の割合が高い教育委員会の取組事例を共有（ミ
ドルリーダーの育成、女性管理職としてのキャリアプランを視覚化等） 等



教育の場で起こる「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」 ケースのご紹介
～大学の専攻分野の選択～

無意識のうちにとらわれている思い込みや偏ったものの見方のことです。これらは知らないうちに言動に表れて、 
人を傷つけたり、組織のあり方に影響を及ぼしたりすることがあります。
「無意識の思い込み」は、環境や経験を通してつくられるもので、誰にでもあるものです。
まずはこれらに気付くことが大切です。

「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」とは？

「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」や固定的な性別役割分担意識の事例

放課後、クラスの生徒と雑談している時、生徒は、進学する大学や専攻分野につ
いて迷っていることや、親の意見も気にしていることなどを話し出しました。

女子生徒「最近、工学部っておもしろそうと思っているんです。だけどうちの親
は、文系のほうが成績がいいのだし、就職先も見つけやすいから文系に行ったほ
うがいいって言うんです。それに、女なんだから東京なんかに行かないで家から
通える大学にしろとか、浪人もダメだとかいうんですよ。どう思います?」

女子生徒の発言や気持ちをどう思いますか。
女子生徒の親の発言や気持ちをどう思いますか。

学校現場における「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」に気付きましょう

児童生徒の将来の選択肢を
狭めてしまわないように
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小・中学生向け

日常の教育活動や学校運営などを男女共同参画の視点から捉え直し、
学校の管理職や教員自身の指導のヒントにつながる研修プログラムを作成しています。

●教員向け研修

●児童生徒向け教材

教員向け研修や児童生徒向け教材のご紹介

学校における男女共同参画の推進のための教員研修プログラム

【研修プログラムの詳細はこちらから】
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoudou/detail/1416258_00002.htm

独立行政法人教職員支援機構の動画教材（校内研修シリーズ）
『学校における男女共同参画の推進』

～無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に気づき、変革につなげるために～

高校生向け

学校における男女共同参画の推進について、無意識の思い込みに気づき、
学校の変革につなげていくための視点や方法について解説しています。

【動画視聴はこちらから】https://www.nits.go.jp/materials/intramural/117.html

4種類の教材（小学生低学年・中学年・高学年、
中学生向け）と教育プログラムを企画・実施する
ための「指導の手引き」を作成しています。
児童生徒の発達の段階や学校の状況を踏まえ、

教育課程内外の様々な活動を通じて活用することが
考えられており、授業、指導に当たっては、教材の
一部分を活用することも可能です。

高校生が進路選択にあたって、就職のみ
ならず結婚、出産、育児などのライフイベ
ントを踏まえて総合的に考える（男女共同
参画の視点も含む）ことができるよう、教
材を作成しています。
家庭科、総合的な学習の時間、特別活動

等において、高校生のキャリア形成支援の
教材としてご活用ください。

【教材はこちらから】
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoudou/detail/1376840_00004.htm

※保護者向けの啓発資料もあります。
【高校生のキャリア形成支援教材はこちらから】
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoudou/detail/1411247.htm
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＜令和２年度 次世代のライフプランニング教育推進事業＞

学校における男女共同参画の推進のための教員研修プログラム

～「無意識の思い込み」に気付くために～

男女共同参画の推進には、固定的な性別役割分担意識の解消や、「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」に気
付いて言動等を見直していくことが必要です。文部科学省では、初等中等教育の学校現場における男女共同参画について、教
員自身の「無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）」に気付きを促し、男女共同参画の基本理念や意義を整理すると
ともに、日常の教育活動や学校運営などを男女共同参画の視点から捉え直し、学校の管理職や教員自身の指導のヒントにつな
がる研修プログラムを作成しました。

＜研修プログラムで提供する教材＞ ＜研修の流れ＞

◆ 動画教材
ケース動画（１１の教育現場）の他、ケース動画のポイントを示す
解説動画、社会的な背景をまとめた講義動画などを掲載しています。

◆ ワークシート
ケース動画を視聴したあとに、ケースを見て気付いたこと、ディス
カッションをして思ったこと、解説動画を視聴して研修を振り返り、
考えたこと等を記入します。

◆ 実施の手引き
動画教材を対象や時間、目的等に合わせて組み合わせて活用し、教
員研修プログラムを企画・実施するための手引きです。

教材は４種類の「動画教材」の他、「ワークシート」、研修プ
ログラムを企画・実施するための「実施の手引き」があります。

【基本ワーク（１回のワークでＳＴＥＰ１~３を行う場合）】
①時間 ６０分 ②形態 校内研修や教育センター等主催
※「実施の手引き」では、応用編として25分～90分のワークの展開例
も示しています。

＜詳しくは、こちらから＞
●男女共同参画の推進に向けた教員研修モデル
プログラムの開発
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoud
ou/detail/1416258_00002.htm ５



＜令和３年度 子供を性犯罪等の当事者にしないための教育推進事業＞

学校と地域で育む男女共同参画の促進
小・中学生を対象に、男女の尊重や自分を大事にすることの理解、固定的な性別役割分担意識解消の

理解を深める教材及び指導の手引き等を作成しました。

＜小学生・中学生向け教材＞ ＜保護者向け啓発資料＞

4種類の教材（小学生低学年・中学年・高学年、中学生向け）
と教育プログラムを企画・実施するための「指導の手引き」が
あります。
本教材は、児童生徒の発達の段階や学校の状況を踏まえ、各

学校の判断により、社会科、家庭科、技術・家庭科、道徳、特
別活動を含む教育課程内外の様々な活動を通じて活用すること
が考えられており、授業、指導に当たっては、教材の一部分を
活用することも可能です。

保護者に対し、教育内容や男女共同参画の意義を説明するととも
に、固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み等について伝え
るための資料です。小学生向け家庭学習シートもあります。

＜詳しくは、こちらから＞
●学校と地域で育む男女共同参画の促進
https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoud
ou/detail/1376840_00004.htm

中学生向け教材

保護者向け啓発資料
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＜平成２８年度 男女共同参画社会の実現の加速に向けた学習機会充実事業＞

高校生のキャリア形成支援教材「高校生のライフプランニング」
高校生が進路選択にあたって、就職のみならず結婚、出産、育児などのライフイベントを踏まえて

総合的に考えることができるよう、教材を作成しました。

＜目次＞

＜詳しくは、こちらから＞

●高校生のキャリア形成支援教材
「高校生のライフプランニング」https://www.mext.go.jp/a_menu/ikusei/kyoudou/detail/1411247.htm

Ⅰ章 わたしと人生
１節 人生を見通す
２節 自分を知る
３節 自立と共生社会
４節 学ぶ

Ⅱ章 様々なライフイベント
１節 働く
２節 二人で共に生きる
３節 子供を育む
４節 高齢社会を生きる

Ⅲ章 わたしのライフプランニング
１節 人生の先輩に聞く
２節 人生における意思決定
３節 目標をもって今を生きる

本教材は、３章11節の構成となっており、Ⅰ章から順番に進めて活用することができますが、授業の内容に応じて、キャリア形成支援の教材
としてワークを選択して進むことも考えられます。家庭科、総合的な学習の時間、特別活動等において、高校生のキャリア形成支援の教材とし
てご活用ください。
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